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法

律
〕

〇
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を

受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
（
一
四
）

〔
政

令
〕

〇
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を

受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
に
基
づ
き
都
道
府
県
に
交
付

す
る
事
務
費
に
関
す
る
政
令
（
一
六
〇
）

〔
省

令
〕

〇
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を

受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に

関
す
る
法
律
施
行
規
則（
厚
生
労
働
七
二
）
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◇
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
に

対
す
る
一
時
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
法
律
第
一

四
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

昭
和
二
三
年
制
定
の
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
き
、
あ

る
い
は
旧
優
生
保
護
法
の
存
在
を
背
景
と
し
て
、
多
く

の
方
々
が
、
特
定
の
疾
病
や
障
害
を
有
す
る
こ
と
等
を

理
由
に
、
平
成
八
年
に
旧
優
生
保
護
法
に
定
め
ら
れ
て

い
た
優
生
手
術
に
関
す
る
規
定
が
削
除
さ
れ
る
ま
で
の

間
に
お
い
て
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の

照
射
を
受
け
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
、
心
身
に
多
大
な
苦

痛
を
受
け
て
き
た
。

こ
の
こ
と
に
対
し
て
、
我
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

に
お
い
て
、
真

に
反
省
し
、
心
か
ら
深
く
お
わ
び
す

る
。今

後
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
名
誉
と
尊
厳
が
重
ん
ぜ
ら

れ
る
と
と
も
に
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
二
度
と
繰
り
返

す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
全
て
の
国
民
が
疾
病
や
障
害
の

有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
相
互
に
人

格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実

現
に
向
け
て
、
努
力
を
尽
く
す
決
意
を
新
た
に
す
る
も

の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、
国
が
こ
の
問
題
に
誠
実
に
対
応
し
て
い
く

立
場
に
あ
る
こ
と
を
深
く
自
覚
し
、
こ
の
法
律
を
制
定

す
る
こ
と
と
し
た
。（
前
文
関
係
）

２

趣
旨

こ
の
法
律
は
、
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術

等
を
受
け
た
者
に
対
す
る
一
時
金
の
支
給
に
関
し
必
要

な
事
項
等
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

条
関
係
）

３

定
義
（
一
時
金
の
支
給
対
象
者
）

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
旧
優
生
保
護
法
」
と
は
、

昭
和
二
三
年
九
月
一
一
日
か
ら
平
成
八
年
九
月
二
五

日
ま
で
の
間
に
お
い
て
施
行
さ
れ
て
い
た
優
生
保
護

法
を
い
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
一
項
関
係
）

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く

優
生
手
術
等
を
受
け
た
者
」
と
は
、

又
は

の
者

で
あ
っ
て
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
に
お
い
て
生
存

し
て
い
る
も
の
を
い
う
こ
と
と
し
た
。（
第
二
条
第
二

項
関
係
）

昭
和
二
三
年
九
月
一
一
日
か
ら
平
成
八
年
九
月

二
五
日
ま
で
の
間
に
、
旧
優
生
保
護
法
第
三
条
第

一
項
、
第
一
〇
条
又
は
第
一
三
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
行
わ
れ
た
優
生
手
術
を
受
け
た
者
（
母
体

の
保
護
の
み
を
理
由
と
し
て
旧
優
生
保
護
法
第
三

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
た
優
生
手
術
を

受
け
た
者
を
除
く
。）

の
ほ
か
、
昭
和
二
三
年
九
月
一
一
日
か
ら
平

成
八
年
九
月
二
五
日
ま
で
の
間
に
日
本
国
内
に
お

い
て
行
わ
れ
た
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放

射
線
の
照
射
を
受
け
た
者
（
イ
か
ら
ニ
ま
で
に
掲

げ
る
事
由
の
み
を
理
由
と
し
て
行
わ
れ
た
生
殖
を

不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を
受
け
た

者
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
者
を
除
く
。）

イ

母
体
の
保
護

ロ

疾
病
の
治
療

ハ

本
人
が
子
を
有
す
る
こ
と
を
希
望
し
な
い
こ

と
。

ニ

ハ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
人
が
当
該
生

殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は
放
射
線
の
照
射
を

受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
こ
と
。

４

一
時
金

一
時
金
の
支
給
等

一
時
金
の
支
給

国
は
、
こ
の
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け
た

者
に
対
し
、
一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
三
条
関
係
）

一
時
金
の
額

一
時
金
の
額
は
、
三
二
〇
万
円
と
す
る
こ
と
と

し
た
。（
第
四
条
関
係
）

支
払
未
済
の
一
時
金

旧
優
生
保
護
法
に
基
づ
く
優
生
手
術
等
を
受
け

た
者
が
一
時
金
の
支
給
の
請
求
を
し
た
後
に
死
亡

し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
支
給
を
受
け
る

べ
き
一
時
金
で
そ
の
支
払
を
受
け
な
か
っ
た
も
の

が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
一
時
金
は
、
そ
の
者
の
遺

族
で
あ
っ
て
、
そ
の
者
の
死
亡
当
時
に
そ
の
者
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
も
の
に
支
給
し
、
支
給

す
べ
き
遺
族
が
な
い
と
き
は
、
当
該
死
亡
し
た
者

の
相
続
人
に
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
六
条
第

一
項
関
係
）

支
給
の
手
続

請
求

イ

権
利
の
認
定

厚
生
労
働
大
臣
は
、
一
時
金
の
支
給
を
受

け
よ
う
と
す
る
者
の
請
求
に
基
づ
き
、
当
該

支
給
を
受
け
る
権
利
の
認
定
（
以
下「
認
定
」

と
い
う
。）を
行
い
、
当
該
認
定
を
受
け
た
者

に
対
し
、一
時
金
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
五
条
第
一
項
関
係
）

の
請
求
（
以
下
「
請
求
」と
い
う
。）は
、

当
該
請
求
を
す
る
者
の
居
住
地
を
管
轄
す
る

都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
第
二
項
関
係
）

請
求
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
起

算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
と
き
は
、
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
こ
と
と
し
た
。（
第
五
条
第
三

項
関
係
）

ロ

請
求
書
の
提
出

請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
厚
生
労
働

大
臣（
都
道
府
県
知
事
を
経
由
す
る
場
合
は
、

当
該
都
道
府
県
知
事
）
に
、
氏
名
及
び
住
所

又
は
居
所
、
生
殖
を
不
能
に
す
る
手
術
又
は

放
射
線
の
照
射
を
受
け
る
に
至
っ
た
経
緯
等

を
記
載
し
た
請
求
書
（
以
下
「
請
求
書
」
と

い
う
。）を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
し
た
。（
第
七
条
第
一
項
関
係
）

都
道
府
県
知
事
は
、
請
求
書
の
提
出
を
受

け
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
こ
れ
を
厚
生
労
働

大
臣
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と

し
た
。（
第
七
条
第
二
項
関
係
）

請
求
に
係
る
都
道
府
県
知
事
及
び
厚
生
労
働
大

臣
に
よ
る
調
査

イ

都
道
府
県
知
事
に
よ
る
調
査

請
求
書
の
提
出
を
受
け
た
場
合
の
調
査

都
道
府
県
知
事
は
、
請
求
書
の
提
出
を

受
け
た
と
き
は
、
そ
の
都
道
府
県
の
保
有

す
る
文
書
に
そ
の
請
求
に
係
る
情
報
が
記

録
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
調
査

し
、
又
は
当
該
都
道
府
県
の
職
員
か
ら
の

当
該
請
求
に
関
し
知
っ
て
い
る
事
実
の
聴

取
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
厚
生
労
働
大
臣

に
報
告
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
八
条
第
一
項
関
係
）
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